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今年も議会報告会を５月９日から開催します。
詳細は６ページをご覧ください。　

NO.
平成25年

４月25日 発行

（２月定例会）

今市少年少女合唱団今市少年少女合唱団今市少年少女合唱団

2828

議会報告会が
始まります
議会報告会が
始まります
議会報告会が
始まります

　今年で結成３４年目を迎える合唱団で、小学２年
生から中学生までの子どもたちが、地域を越えて集
まっています。毎年２月に今市文化会館で定期演奏
会を行うほか、長年に渡りチャリティーコンサート
を開催するなど、音楽を通した社会貢献活動にも取
り組んでいます。
　この日は、「NIKKO防災フェスタ」に出演し、福
島県からの被災者も参加する中、明るい歌声でエー
ルを送っていました。
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号
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市
長
の
専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

［
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解
］

平
成　

年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

２５

日
光
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

平
成　

年
度
（
２
０
１
３
年
度
）
日
光
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

２５

平
成　

年
度
（
２
０
１
３
年
度
）
日
光
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

２５

計
予
算
に
つ
い
て

平
成　

年
度
（
２
０
１
３
年
度
）
日
光
市
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別

２５

会
計
予
算
に
つ
い
て

平
成　

年
度
（
２
０
１
３
年
度
）
日
光
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予

２５

算
に
つ
い
て

平
成　

年
度
（
２
０
１
３
年
度
）
日
光
市
診
療
所
事
業
特
別
会
計
予
算

２５

に
つ
い
て

平
成　

年
度
（
２
０
１
３
年
度
）
日
光
市
自
家
用
有
償
バ
ス
事
業
特
別

２５

会
計
予
算
に
つ
い
て

平
成　

年
度
（
２
０
１
３
年
度
）
日
光
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
事
業
特

２５

別
会
計
予
算
に
つ
い
て

平
成　

年
度
（
２
０
１
３
年
度
）
日
光
市
温
泉
事
業
特
別
会
計
予
算
に

２５

つ
い
て

平
成　

年
度
（
２
０
１
３
年
度
）
日
光
市
銅
山
観
光
事
業
特
別
会
計
予

２５

算
に
つ
い
て

平
成　

年
度
（
２
０
１
３
年
度
）
日
光
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

２５

に
つ
い
て

平
成　

年
度
（
２
０
１
３
年
度
）
日
光
市
公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
特

２５

別
会
計
予
算
に
つ
い
て

平
成　

年
度
（
２
０
１
３
年
度
）
日
光
市
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い

２５

て教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ
き
議
会
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

日
光
市
庁
舎
整
備
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

日
光
市
指
定
地
域
密
着
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サ
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ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
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び
運
営
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等
を
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平
成　

年
第
１
回
日
光
市
議
会
定
例
会
が
２
月　

日
か
ら
３
月　

日
ま
で
、　

日
間

２５

１８

２２

３３

の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
案
件
は
、
執
行
部
提
出
議
案

　

件
、
議
員
議
案
２
件
、
報
告
２
件
で
し
た
。

５７
　

な
お
、
一
般
質
問
は
３
月
６
日
及
び
７
日
の
２
日
間
で
、　

名
の
議
員
が　

項
目
に

１０

２４

つ
い
て
行
い
ま
し
た
。

常任委員会活動の様子常任委員会活動の様子常任委員会活動の様子常任委員会活動の様子常任委員会活動の様子

産業観光常任委員会（足尾地域観光関係者との意見交換）
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条
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一
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正
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例
の
制
定
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つ

い
て

日
光
市
営
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管
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条
例
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一
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改
正
す
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条
例
の
制
定
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い
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日
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営
改
良
住
宅
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営
住
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管
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条
例
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一
部
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改
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条
例
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制
定
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日
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市
報
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市
振
興
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館
条
例
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廃
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条
例
の
制
定
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い
て

財
産
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取
得
に
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い
て
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日
光
市
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ト
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］
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変
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［
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水
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処
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電
気
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再
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築

工
事
］　
（
外
２
件
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市
道
路
線
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廃
止
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い
て

［
下
板
橋
３
号
線
及
び
下
板
橋
～
下
の
内
線
］

市
道
路
線
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止
に
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い
て

［
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］

市
道
路
線
の
変
更
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板
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板
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路
線
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光
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］
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日
光
市
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の

効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

日
光
市
人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

日
光
市
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

日
光
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

日
光
市
庚
申
山
荘
条
例
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

日
光
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

証
人
等
に
対
す
る
実
費
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

日
光
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

日
光
市
ね
た
き
り
在
宅
者
、
認
知
症
老
人
及
び
重
度
心
身
障
が
い
者
介

護
手
当
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

日
光
市
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
の
委
員
の
定
数
等
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

日
光
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

日
光
市
障
が
い
者
等
の
利
用
に
係
る
公
の
施
設
の
使
用
料
等
の
免
除
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

日
光
市
こ
ど
も
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

日
光
市
休
養
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決
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案
可
決

原
案
可
決

原
案
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決
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案
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決
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決

原
案
可
決

原
案
可
決
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決
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決
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決
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決
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決

定
例
会
議
案
審
議

４号３号２号１号議案番号
平
成　

年
度
（
2
0
1
3
年
度
）
日
光
市
介
護

25

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

平
成　

年
度
（
2
0
1
3
年
度
）
日
光
市
後
期

25

高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

平
成　

年
度
（
2
0
1
3
年
度
）
日
光
市
国
民

25

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

平
成　

年
度
（
2
0
1
3
年
度
）
日
光
市
一
般

25

会
計
予
算
に
つ
い
て

可決可決可決可決採決結果
27:127:127:126:2可：否
○○○○和田　公伸

議長のため採決に加わらない斎藤　敏夫
○○○○小久保光雄
○○○○塩生　勇一
○○○○落合美津子
○○○○筒井　　巌
○○○○齋藤　文明
○○○○大嶋　一生
○○○○青田　兆史
○○○○大門　陽利
○○○○齊藤　正三
○○○○亀井　鎭雄
○○○○加藤　　優
○○○○竹澤　英俊
○○○○佐藤　和之
○○○○斎藤　伸幸
○○○○粉川　昭一
○○○○生井　一郎
○○○●平木チサ子
○○○○手塚　雅己
○○○○三好　國章
○○○○山越　梯一
○○○○鷹觜　孝委
○○○○野沢　一敏
○○○○田村　耕作
○○○○山越　一治
●●●●福田　悦子
○○○○川村　寿利
○○○○加藤　雄次

○…賛成　　●…反対　
（賛否がわかれたもののみ掲載）

平成25年第１回定例会の
議員別賛否一覧

平成25年第１回定例会の
議員別賛否一覧
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平
成　

年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

２５

成　

和

　
（
塩
生
勇
一
議
員
）

問
…
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
５

つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
う
ち
、

以
下
の
３
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
観
光
躍
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い

て
、「
強
い
日
光
」、「
元
気
な
日

光
」
を
目
指
す
た
め
の
観
光
力
の

強
化
に
つ
い
て
。

②
産
業
振
興
、経
済
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お
い
て
、「
日
光
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
プ
ラ
ン
」
の
進
め
方
に
つ

い
て
。

③
「
ひ
と
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
お
け
る
、「
日
光
創
新
塾
」
の
果

た
す
役
割
と
事
業
効
果
に
つ
い
て
。

答
（
斎
藤
市
長
）
…
①
観
光
情
報
発

信
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
駅
や
観

光
拠
点
な
ど
に
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

ス
ポ
ッ
ト
を
整
備
す
る
。
今
後
予

定
さ
れ
る
世
界
遺
産
「
日
光
の
社

寺
」
登
録　

周
年
、
徳
川
家
康
公

15

　

年
式
年
祭
な
ど
の
記
念
事
業
に

400よ
る
誘
客
促
進
を
図
る
。
さ
ら
に
、

市
内
の
４
つ
の
観
光
協
会
が
合
併

さ
れ
る
の
で
、
行
政
と
観
光
協
会

と
の
連
携
に
よ
る
振
興
を
図
る
。

②
日
光
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
プ
ラ
ン
は
、

市
内
各
地
の
資
源
を
再
認
識
し
、

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
（
さ
ら
に
磨

き
を
か
け
る
こ
と
）
し
て
、
地
域

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確
立
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
　

推
進
体
制
と
し
て
、
有
識
者
な

ど
で
構
成
す
る
（
仮
称
）
日
光
ブ

ラ
ン
ド
認
定
審
査
委
員
会
や
具
体

的
な
戦
略
を
検
討
す
る
（
仮
称
）

日
光
ブ
ラ
ン
ド
協
議
会
を
設
置
し
、

ブ
ラ
ン
ド
認
定
制
度
や
情
報
発
信

の
推
進
母
体
と
す
る
。

③
「
日
光
創
新
塾
」
は
、
こ
れ
か
ら

の
日
光
市
を
創
っ
て
い
く
人
材
の

育
成
、
将
来
に
向
け
た
人
づ
く
り

を
目
指
す
も
の
で
、　

歳
代
か
ら

20

　

歳
代
の
受
講
生
を
募
り
、
ま
ち

30づ
く
り
に
関
す
る
講
座
、
先
進
事

例
の
研
究
や
新
た
な
施
策
展
開
の

企
画
・
立
案
等
を
研
修
し
て
い
く
。

　
　
「
日
光
創
新
塾
」の
新
た
な
人
材

育
成
と
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
、

ひ
と
づ
く
り
の
新
た
な「
し
く
み
」

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
響

　
（
齋
藤
文
明
議
員
）

問
…
平
成　

年
度
施
政
方
針
に
つ
い

25

て
以
下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
新
年
度
予
算
編
成
に
お
い
て
、
財

政
健
全
化
の
観
点
か
ら
、
既
存
の

歳
出
の
徹
底
的
な
見
直
し
に
つ
い

て
。

②
「
暮
ら
し
安
心
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
、
高
齢
者
集
落
や
過
疎
地
域
の

皆
さ
ん
が
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
、
各
種
地
域
振
興
策
を
展
開
す

る
と
し
て
い
る
が
、
具
体
的
内
容

に
つ
い
て
。

③
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
指
針

に
基
づ
き
市
民
参
画
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
議
員
と
の

協
働
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
（
斎
藤
市
長
）
…
①
庁
舎
整
備
で

は
、
施
設
の
複
合
化
や
簡
素
化
を

図
り
、
面
積
や
構
造
の
基
準
を
定

め
建
設
費
を
抑
え
る
と
と
も
に
、

合
併
特
例
債
等
の
地
方
交
付
税
で

措
置
さ
れ
る
市
債
を
活
用
し
実
質

的
な
公
債
費
負
担
の
軽
減
に
努
め

て
い
る
。

　

ま
た
、
経
常
経
費
を
一
億
円
目

標
に
削
減
を
図
る
な
ど
、
不
断
の

歳
出
見
直
し
に
取
り
組
み
、
財
政

の
健
全
化
に
努
め
る
。

②
「
買
い
物
弱
者
安
心
サ
ポ
ー
ト
事

業
」
で
は
、
今
年
度
か
ら
藤
原
・

足
尾
・
栗
山
の
各
地
域
で
、
日
常

生
活
に
お
い
て
買
物
が
困
難
な
高

齢
者
等
を
支
援
す
る
た
め
の
調

査
・
研
究
を
予
定
し
、「
高
齢
化
集

落
見
守
り
安
心
事
業
」
で
は
、
栗

山
地
域
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

２
名
増
員
す
る
な
ど
、
高
齢
化
集

落
対
策
の
充
実
を
図
る
。

③
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
で
は
、
市

民
、
市
議
会
、
市
の
３
本
の
柱
が

「
心
が
通
う
温
か
い
市
民
自
治
の

ま
ち
日
光
」
を
創
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。
地
域
課
題
解
決
の
た

め
に
、
市
議
会
と
市
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
、
手
を
携
え
て

同
じ
目
的
に
向
っ
て
進
ん
で
い
く
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こ
と
が
議
会
と
の
協
働
で
あ
る
と

考
え
る
。

光　

風

　
（
田
村
耕
作
議
員
）

問
…
市
政
方
針
に
つ
い
て
以
下
の
３

　

点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
ひ
と
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お

け
る
「
日
光
創
新
塾
」
に
つ
い
て
、

過
去
の
事
業
の
検
証
及
び
新
た
な

事
業
と
の
違
い
に
つ
い
て
。

②
学
校
教
育
の
取
り
組
み
の
中
で
、

体
罰
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る

が
市
の
考
え
は
。

③
新
た
な
事
業
戦
略
と
観
光
振
興
の

将
来
像
を
明
確
に
す
る
た
め
、
観

光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
に

当
た
り
、
特
に
ど
の
よ
う
な
事
業

に
力
点
を
置
く
の
か
。　

答
（
斎
藤
市
長
）
…
①
こ
れ
ま
で
も
、

生
涯
学
習
を
は
じ
め
様
々
な
分
野

で
人
材
育
成
事
業
に
取
り
組
ん
で

き
た
が
、
体
系
化
す
る
形
に
な
っ

て
い
な
い
。

　
「
日
光
創
新
塾
」で
実
施
す
る
ま

ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
は
、
各
種
講

座
に
外
部
人
材
を
講
師
と
し
て
活

用
し
、
全
体
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

を
総
括
す
る
人
材
を
外
部
の
方
に

依
頼
し
、
組
織
横
断
的
な
体
制
を

整
え
て
い
く
。

③
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
日
光
観
光

圏
整
備
計
画
の
継
続
性
と
、
市
総

合
計
画
後
期
計
画
に
お
け
る
観
光

躍
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
と
の
整
合

性
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
実
施
し
て
き
た
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
事
業
（
外
国
人
旅
行
者
を
自
国

に
誘
致
す
る
こ
と
）
や
着
地
型
観

光
を
は
じ
め
、
新
た
な
観
光
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
観
光
施
策
の
創
出

に
力
点
を
置
い
た
計
画
と
す
る
。

答
（
前
田
教
育
長
）
…
②
体
罰
は
、

児
童
生
徒
の
人
権
を
著
し
く
侵
害

す
る
決
し
て
容
認
で
き
な
い
行
為

で
あ
り
、
体
罰
の
根
絶
に
向
け
て
、

市
教
育
委
員
会
が
作
成
し
た
「
不

祥
事
防
止
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
に
よ
り
防
止
に
取
り
組
む
。

　

現
在
、
県
教
育
委
員
会
で
全
て

の
児
童
生
徒
、
保
護
者
、
教
職
員

を
対
象
に
「
体
罰
に
係
る
実
態
把

握
調
査
」
を
実
施
し
て
お
り
、
体

罰
が
発
覚
し
た
場
合
、
家
庭
訪
問

を
し
、
実
態
把
握
と
そ
の
対
応
を

速
や
か
に
行
う
よ
う
指
導
し
て
い

る
。

志
民
ネ
ッ
ト

　
（
粉
川
昭
一
議
員
）

問
…
平
成　

年
度
施
政
方
針
に
つ
い

25

　

て
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
企
業
誘
致
だ
け
で
な
く
、
若
者
を

含
め
た
起
業
や
創
業
支
援
も
雇
用

創
出
に
有
効
と
考
え
る
が
。

②
日
光
ブ
ラ
ン
ド
維
持
の
た
め
に
、

担
い
手
・
後
継
者
へ
の
支
援
策
が

必
要
と
考
え
る
が
。

③
今
後
の
行
財
政
改
革
の
展
望
に
つ

　

い
て
。

④
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
レ
ベ
ル
維
持
と

　

継
続
の
可
能
性
に
つ
い
て
。

答
（
斎
藤
市
長
）
…
①
雇
用
創
出
対

策
と
し
て
、
日
光
産
業
団
地
へ
の

企
業
誘
致
、
市
内
企
業
の
増
設
や

設
備
投
資
へ
の
支
援
、
県
の
基
金

事
業
で
あ
る
緊
急
雇
用
創
出
事
業
、

市
緊
急
雇
用
奨
励
金
交
付
事
業
及

び
若
年
者
雇
用
創
出
奨
励
金
事
業

に
取
り
組
む
。
ま
た
、
起
業
、
創

業
支
援
策
と
し
て
中
小
企
業
振
興

資
金
の
創
業
資
金
制
度
も
あ
る
の

で
、
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
く
。

②
日
光
彫
、
日
光
下
駄
な
ど
の
伝
統

工
芸
の
後
継
者
育
成
の
た
め
に
引

き
続
き
日
光
彫
体
験
教
室
運
営
協

議
会
に
対
す
る
助
成
や
、
新
た
に

日
光
伝
統
工
芸
品
振
興
協
議
会
に

対
す
る
助
成
を
行
う
。

③
行
政
改
革
プ
ラ
ン
の
方
策
に
基
づ

き
、
事
務
事
業
の
統
廃
合
、
組
織

機
構
改
革
計
画
に
よ
る
組
織
の
抜

本
的
な
見
直
し
に
努
め
、
財
政
健

全
化
計
画
、
職
員
定
員
適
正
化
計

画
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計

画
を
着
実
に
実
行
す
る
。

④
間
断
の
な
い
行
財
政
改
革
の
推
進

が
余
儀
な
く
さ
れ
る
中
で
の
市
民

サ
ー
ビ
ス
は
、
優
先
度
が
低
い
公

共
施
設
の
縮
小
や
統
廃
合
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
痛
み
を

伴
う
見
直
し
も
必
要
。
限
ら
れ
た

財
源
と
職
員
を
有
効
に
活
用
す
る

た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
望
む

サ
ー
ビ
ス
を
見
極
め
、
財
源
の
重

点
配
分
と
職
員
の
適
正
配
置
に
よ

平平
成
2525
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

平
成
25
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

市
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

市
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

市
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

代　

表　

質　

問

日光の伝統工芸品

STOPSTOPSTOP



市議会からこんにちは／2013.4.25 6

り
、
ト
ー
タ
ル
で
の
市
民
満
足
度

を
上
げ
て
い
く
。

公
明
党

　
（
小
久
保
光
雄
議
員
）

問
…
「
健
や
か
で
人
に
や
さ
し
い
社

会
を
つ
く
る
」
に
つ
い
て
以
下
の

２
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
当
市
の
健
康
寿
命
は
県
内
下
位
に

位
置
し
て
い
る
が
、
市
民
の
健
康

寿
命
の
延
伸
を
ど
の
よ
う
に
図
っ

て
い
く
の
か
。

②
市
が
主
体
と
な
り
市
民
、
事
業
所
、

医
療
機
関
が
一
体
と
な
り
、
す
べ

て
の
市
民
が
心
身
と
も
に
健
康
で

生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く

り
を
目
指
し
、（
仮
称
）「
健
康
な

ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
す
る

考
え
は
な
い
か
。

答
（
斎
藤
市
長
）
…
①
市
民
の
健
康

づ
く
り
は
、
健
康
の
３
大
要
素
と

い
わ
れ
る
「
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
」、「
適
度
な
運
動
」、

「
十
分
な
睡
眠
」を
重
点
に
推
進
し
、

健
康
に
っ
こ
う　

計
画
、
食
育
推

２１

進
計
画
を
も
と
に
、
関
係
団
体
等

と
連
携
し
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご

と
に
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
健

康
寿
命
の
結
果
を
受
け
て
、
こ
れ

ま
で
実
施
し
て
き
た
各
種
事
業
を

検
証
し
な
が
ら
、
内
容
の
充
実
を

図
り
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指

す
。
ま
た
、
介
護
予
防
事
業
で
は
、

県
内
で
最
初
の
取
り
組
み
と
な
る

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
と
し
て
、
予
防
サ
ー
ビ
ス
と

生
活
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
介
護

予
防
に
努
め
る
。

②
県
で
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
と
市

町
ご
と
の
格
差
の
減
少
を
目
指
し
、

県
民
の
健
康
づ
く
り
の
指
針
と
な

る
「
健
康
づ
く
り
推
進
条
例
」
の

制
定
に
向
け
検
討
す
る
予
定
で
あ

る
。
当
市
で
も
、
各
種
計
画
に
基

づ
き
、
健
康
づ
く
り
に
努
め
て
い

る
が
、
さ
ら
に
市
民
の
皆
さ
ん
に

健
康
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ

き
、
市
民
と
協
働
で
健
康
寿
命
の

延
伸
を
推
進
す
る
た
め
条
例
を
定

め
る
こ
と
も
有
効
な
方
策
の
ひ
と

つ
と
考
え
る
。
今
後
、
県
の
定
め

る
条
例
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が

ら
、
条
例
制
定
に
向
け
て
検
討
し

て
い
く
。

平平
成
2525
年
度
年
度

　

市
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

　

市
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

平
成
25
年
度

　

市
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

議会報告会開催のご案内議会報告会開催のご案内議会報告会開催のご案内

班時　　間日　　程会　　場
４班１８：３０５月　９日　（木）日光公民館
３班１８：３０５月　９日　（木）高徳生活改善センター
２班１８：３０５月　９日　（木）足尾公民館
１班１８：３０５月　９日　（木）湯西川公民館
５班１８：３０５月　９日　（木）小来川林業研修センター
３班１８：３０５月１０日　（金）落合中学校体育館
２班１８：３０５月１０日　（金）豊岡公民館
１班１８：３０５月１０日　（金）大沢公民館
５班１８：３０５月１０日　（金）小林公民館
４班１６：００５月１１日　（土）中央公民館

代
表
質
問
／
議
会
報
告
会
開
催
の
ご
案
内

　今年も議会報告会を開催いたします。より開かれた市議会にするために、皆様
からご意見をお聞かせいただければと思っています。市内１０ケ所で開催します
ので、ぜひお越しください。

生井一郎、粉川昭一、和田公伸、加藤雄次、平木チサ子１班
落合美津子、齋藤文明、川村寿利、竹澤英俊、山越梯一、手塚雅己２班
加藤　優、青田兆史、野沢一敏、大門陽利、筒井　巌３班
山越一治、大嶋一生、田村耕作、福田悦子、三好國章、小久保光雄４班
佐藤和之、塩生勇一、齊藤正三、斎藤伸幸、亀井鎭雄５班

【
出
席
予
定
議
員
】
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齊
藤
正
三
議
員（
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
志
向
）

問
…
胃
が
ん
検
査
に
お
い
て
、
胃
が

ん
と
関
わ
る
ピ
ロ
リ
菌
感
染
、
胃

粘
膜
の
萎
縮
程
度
を
血
液
検
査
だ

け
で
測
定
で
き
る
A
B
C
検
診
と

い
う
も
の
が
あ
る
。

　

こ
の
検
査
は
、
リ
ス
ク
の
程
度

を
A
B
C
D
群
に
分
け
る
も
の
で
、

D
群
に
向
か
う
ほ
ど
「
が
ん
」
の

リ
ス
ク
が
高
ま
る
の
で
、
リ
ス
ク

が
高
い
と
判
定
さ
れ
た
方
は
、
胃

カ
メ
ラ
や
精
密
検
査
ピ
ロ
リ
菌
除

去
治
療
な
ど
の
、
よ
り
精
度
の
高

い
検
査
を
受
け
る
目
安
に
な
る
。

　

そ
こ
で
、
集
団
検
診
導
入
に
お

け
る
A
B
C
検
診
の
課
題
と
効
果
、

及
び
今
後
の
導
入
に
つ
い
て
の
考

え
を
伺
う
。　

答
（
斎
藤
健
康
福
祉
部
長
）
…
A
B

C
検
診
は
、
食
事
制
限
や
バ
リ
ウ

ム
を
飲
む
必
要
が
な
い
な
ど
、
身

体
的
負
担
が
少
な
く
、
短
時
間
で

の
受
診
が
可
能
で
、
受
診
者
の
増

加
に
繋
が
る
。
さ
ら
に
、
ピ
ロ
リ

菌
の
除
菌
を
行
う
こ
と
で
、
胃
が

ん
発
症
リ
ス
ク
が
抑
制
で
き
、
中

長
期
的
に
は
医
療
費
の
削
減
に
も

繋
が
る
。

　

ま
た
、
実
施
す
る
課
題
と
し
て

は
、
こ
の
検
診
は
、
内
視
鏡
検
査
、

ピ
ロ
リ
菌
除
菌
と
一
体
的
に
実
施

す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
さ
れ
て
お

り
、
精
密
検
査
を
行
う
地
元
医
療

機
関
と
の
連
携
が
重
要
と
な
る
。

　

ま
た
、
導
入
に
当
た
っ
て
は
、

A
B
C
検
診
の
目
的
や
受
診
後
の

自
己
管
理
に
つ
い
て
受
診
者
に
理

解
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
課
題
は
あ
る
が
、

A
B
C
検
診
は
、
胃
が
ん
予
防
対

策
の
ひ
と
つ
の
手
段
と
し
て
有
効

と
考
え
て
る
。
今
後
、
事
業
導
入

に
向
け
て
、
実
施
方
法
等
の
検
討

を
行
い
、
医
師
会
と
の
協
議
を
重

ね
、
準
備
を
進
め
て
い
く
。

　
（
そ
の
ほ
か
の
質
問
）

○
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

○
公
民
館
事
業
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
に

　

つ
い
て

福
田
悦
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

問
…
原
発
事
故
か
ら
2
年
が
経
つ
が
、

除
染
が
進
ま
ず
、
安
心
し
た
環
境

を
子
供
た
ち
に
提
供
で
き
な
い
状

況
に
あ
り
、
以
下
の
点
に
つ
い
て

伺
う
。

①　

歳
以
下
の
子
供
の
い
る
世
帯
の

18除
染
が
順
次
始
ま
る
が
、
現
在
の

除
染
判
断
基
準
で
あ
る
地
上
１
ｍ

で
毎
時
0
・
2
3
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
を
、
新
た
に
市
独
自
の
基

準
を
設
定
で
き
な
い
か
。

②
通
学
路
の
除
染
は
、
今
年
3
月
ま

で
に
完
了
予
定
と
な
っ
て
い
る
が
、

進
捗
状
況
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
。

答
（
湯
澤
副
市
長
）
…
①
除
染
に
あ

た
っ
て
は
、
放
射
性
物
質
汚
染
対

処
特
別
措
置
法
と
、
こ
の
法
律
に

基
づ
く
環
境
省
の
除
染
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
定
め
ら
れ
た
基
準
や
国
の

放
射
線
量
低
減
対
策
特
別
緊
急
事

業
補
助
要
綱
等
に
沿
っ
て
行
っ
て

い
る
。
現
在
、
地
表
、　

㎝
、
及

50

び
１
ｍ
の
３
地
点
で
デ
ー
タ
を

取
っ
て
お
り
、
当
面
は
、
国
の
方

針
に
沿
っ
た
取
り
組
み
を
実
施
し
、

除
染
終
了
後
、
3
地
点
で
の
ど
の

よ
う
な
変
化
が
見
ら
れ
る
か
見
極

め
た
う
え
で
判
断
す
る
。

②
通
学
路
の
除
染
は
、
平
成　

年
度

24

に
作
業
着
手
の
計
画
で
あ
っ
た
が
、

除
染
土
壌
等
の
仮
置
場
に
つ
い
て
、

周
辺
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い

た
め
、
実
施
で
き
て
い
な
い
。
仮

置
場
の
選
定
は
、
小
学
校
単
位
で

取
り
組
ん
で
お
り
、
現
在
、
線
量

が
高
い
小
百
小
学
校
区
で
最
初
に

検
討
、
調
整
を
進
め
て
い
る
。

　

通
学
路
と
通
学
路
に
隣
接
す
る

公
共
施
設
等
の
除
染
を
一
体
的
に

実
施
し
、
除
染
土
壌
等
を
そ
の
公

共
施
設
内
に
現
場
保
存
す
る
方
法

に
つ
い
て
、
環
境
省
と
協
議
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
の
で
、
こ
の

結
論
も
踏
ま
え
、
通
学
路
の
除
染

土
壌
等
の
保
管
場
所
確
保
に
、
引

き
続
き
努
力
す
る
。

（
そ
の
ほ
か
の
質
問
）

○
学
校
・
保
育
園
給
食
に
お
け
る
食

　

物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
と
誤
飲
対
策

　

に
つ
い
て

○
男
女
共
同
参
画
に
お
け
る
市
女
性

　

職
員
の
管
理
職
登
用
に
つ
い
て

安
心
・
安
全
の
確
保
の
た
め
の

安
心
・
安
全
の
確
保
の
た
め
の

放
射
能
除
染
対
策
に
つ
い
て

放
射
能
除
染
対
策
に
つ
い
て

安
心
・
安
全
の
確
保
の
た
め
の

放
射
能
除
染
対
策
に
つ
い
て

A
B
C
検
診
導
入
に
つ
い
て

A
B
C
検
診
導
入
に
つ
い
て

A
B
C
検
診
導
入
に
つ
い
て

一　

般　

質　

問

一
般
質
問

一
般
質
問
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大
門
陽
利
議
員
（
グ
ル
ー
プ
響
）

問
…
当
市
の
分
譲
地
の
中
に
は
、
管

理
が
行
き
届
い
て
お
ら
ず
、
雨
戸

や
ガ
ラ
ス
戸
が
外
れ
て
い
て
、
大

風
が
吹
く
と
屋
根
が
飛
ぶ
恐
れ
が

あ
る
よ
う
な
危
険
な
空
き
家
も
多

く
あ
る
。
持
ち
主
に
連
絡
し
て
も

対
策
を
し
な
い
、
あ
る
い
は
持
ち

主
不
明
の
空
き
家
も
あ
る
。
そ
こ

で
、
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家

や
、
荒
れ
果
て
た
土
地
の
対
策
に

つ
い
て
市
の
対
策
を
伺
う
。

答
（
湯
澤
副
市
長
）
…
危
険
空
き
家

対
策
と
し
て
、
市
内
全
域
を
対
象

に
「（
仮
称
）
空
き
家
の
適
正
管
理

に
関
す
る
条
例
」
の
制
定
に
つ
い

て
、
現
在
準
備
中
で
あ
る
。
こ
の

条
例
は
、
所
有
者
の
空
き
家
を
適

正
に
管
理
す
る
責
務
や
行
政
指
導

に
つ
い
て
規
定
す
る
も
の
で
、
解

体
費
の
助
成
措
置
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
で
は
、
分
譲
地
内
公

共
施
設
の
公
有
地
化
や
環
境
改
善

を
目
的
と
し
た
、
分
譲
地
管
理
委

員
会
の
設
置
を
促
し
て
い
る
。
こ

の
分
譲
地
管
理
委
員
会
の
中
に
は
、

所
有
者
か
ら
刈
り
払
い
を
請
け
負

う
な
ど
、
環
境
整
備
に
先
進
的
な

取
り
組
み
を
し
て
い
る
事
例
も
あ

る
。

　

特
に
、
地
域
住
民
か
ら
防
犯
・

防
災
の
緊
急
を
要
す
る
苦
情
が

あ
っ
た
場
合
は
、
空
き
家
の
所
有

者
に
対
し
、
市
や
分
譲
地
管
理
委

員
会
か
ら
刈
り
払
い
な
ど
の
適
正

な
管
理
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、

実
施
に
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

し
か
し
、
空
き
家
や
空
き
地
の
管

理
責
任
は
、
所
有
者
に
帰
属
し
て

お
り
、
無
断
で
立
ち
木
伐
採
や
刈

り
払
い
も
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
、

周
辺
住
民
の
深
刻
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
。

　

今
後
も
、
市
と
分
譲
地
管
理
委

員
会
、
自
治
会
、
分
譲
地
内
住
民

が
課
題
を
共
有
し
、
認
識
す
る
中

で
、
協
力
体
制
を
構
築
し
対
応
し

て
い
く
。

　
（
そ
の
ほ
か
の
質
問
）

○
体
罰
と
し
つ
け
に
つ
い
て

野
沢
一
敏
議
員（
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
志
向
）

問
…
一
昨
年
3
月
の
東
京
電
力
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
で
発
生
し
た
、

炉
心
溶
融
な
ど
一
連
の
放
射
性
物

質
の
放
出
を
伴
っ
た
事
故
は
、
当

市
に
お
い
て
も
、
放
射
性
物
質
の

飛
散
に
よ
り
、
市
民
の
健
康
や
生

活
環
境
・
農
業
・
観
光
業
等
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
。
原
発
事
故

に
伴
う
放
射
性
物
質
は
、
直
接
目

に
見
え
る
も
の
で
は
な
く
、
い
ま

だ
に
多
く
の
市
民
が
不
安
に
感
じ

て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
今
後
の
焼
却
飛
灰
処

理
方
策
及
び
指
定
廃
棄
物
最
終
処

分
場
の
建
設
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
柴
田
産
業
環
境
部
長
）
…
今
後

の
放
射
性
物
質
濃
度
の
動
向
に
つ

い
て
は
、
春
先
か
ら
の
枝
葉
等
搬

入
の
増
加
と
と
も
に
濃
度
が
上
昇

す
る
傾
向
に
あ
る
。
今
後
の
一
時

保
管
に
対
応
す
る
た
め
、
平
ケ
崎

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
内
に
、
今
年
度

中
に
飛
灰
保
管
施
設
１
棟
を
建
設

し
、
来
年
度
さ
ら
に
１
棟
の
建
設

を
計
画
し
て
い
る
。
こ
の
２
棟
の

保
管
容
量
は
約　

ト
ン
で
、
保
管

850

可
能
時
期
は
平
成　

年
3
月
ま
で

26

と
見
込
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
指
定
廃
棄
物
最
終
処
分

場
に
つ
い
て
は
、
国
は
そ
の
候
補

地
と
し
て
矢
板
市
塩
田
地
区
を
提

示
し
た
が
、
地
元
へ
の
説
明
が
で

き
な
い
状
態
が
続
き
、
選
定
プ
ロ

セ
ス
の
見
直
し
が
行
な
わ
れ
新
た

な
3
つ
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。
一

つ
目
が
、
市
町
村
長
会
議
の
開
催

を
通
じ
た
共
通
理
解
の
醸
成
。
二

つ
目
が
、
専
門
家
に
よ
る
評
価
の

実
施
。
三
つ
目
が
、
候
補
地
の
安

全
性
に
関
す
る
詳
細
調
査
の
実
施

と
な
っ
て
お
り
、
今
後
は
こ
の
方

針
に
基
づ
き
、
国
が
責
任
を
持
っ

て
設
置
す
る
こ
と
に
な
る
。

問
…
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
放
射

性
物
質
の
除
染
や
今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答
（
斎
藤
市
長
）
…
国
が
建
設
す
る

指
定
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
見
通

し
は
た
い
へ
ん
困
難
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
市
民
の
安
全
を
守
る

た
め
、
市
の
責
任
で
除
染
計
画
に

基
づ
き
、
あ
ら
ゆ
る
対
策
を
講
じ

て
い
く
。

放
射
性
物
質
問
題
に
つ
い
て

放
射
性
物
質
問
題
に
つ
い
て

放
射
性
物
質
問
題
に
つ
い
て

分
譲
地
対
策
に
つ
い
て

分
譲
地
対
策
に
つ
い
て

分
譲
地
対
策
に
つ
い
て

一　

般　

質　

問

溶融飛灰一時保管施設

管理されていない空き家
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川
村
寿
利
議
員
（
グ
ル
ー
プ
響
）

問
…
当
市
は
、
少
子
・
高
齢
化
そ
し

て
核
家
族
化
の
進
行
が
早
く
、
市

内
各
地
域
で
空
き
家
が
増
え
て
い

る
が
、
若
干
の
修
繕
を
行
え
ば
、

中
古
住
宅
と
し
て
利
用
で
き
る
物

件
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
空
き
家
を

有
効
利
用
し
た
定
住
促
進
事
業
を

早
期
に
実
施
し
、
地
域
の
活
性
化

と
都
市
住
民
の
交
流
拡
大
を
図
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
人
口
の
減
少
防

止
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
必
要

が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
市
総
合
計
画
後
期
計

画
の
新
規
施
策
と
し
て
取
り
組
む
、

「
日
光
暮
ら
し
情
報
発
信
事
業
」、

「
空
き
家
情
報
登
録
制
度
」、「
定

住
促
進
の
し
く
み
づ
く
り
」
の
具

体
的
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。 

答
（
斎
藤
企
画
部
長
）
…
「
日
光
暮

ら
し
情
報
発
信
事
業
」
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、（
財
）地
域
活
性

化
セ
ン
タ
ー
内
の
移
住
・
交
流
推

進
機
構
が
運
営
す
る「
J
O
I
N
」

な
ど
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
活
用
し
、

観
光
情
報
を
は
じ
め
、
豊
か
な
自

然
や
文
化
の
紹
介
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
足
尾
と
栗
山
地
域
に
配
置

し
て
い
る「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

が
、
若
者
の
感
性
と
目
線
で
作
成

し
た
移
住
促
進
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

活
用
し
な
が
ら
日
光
暮
ら
し
の
情

報
発
信
を
充
実
さ
せ
る
。

　
「
空
き
家
情
報
登
録
制
度
」に
つ

い
て
は
、
空
き
家
の
所
有
者
に
物

件
登
録
を
し
て
い
た
だ
き
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
公
開
し
、
移

住
希
望
者
の
条
件
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
図
り
、
紹
介
す
る
も
の
で
あ

り
、
平
成　

年
度
中
の
運
用
開
始

25

を
目
指
す
。

　
「
定
住
促
進
の
し
く
み
づ
く
り
」

に
つ
い
て
は
、
小
児
医
療
体
制
の

充
実
や
こ
ど
も
医
療
費
助
成
な
ど

子
育
て
負
担
軽
減
事
業
の
拡
大
、

さ
ら
に
は
、
新
た
な
雇
用
創
出
の

た
め
の
企
業
誘
致
に
向
け
た
産
業

団
地
整
備
に
取
り
組
む
な
ど
、
今

後
も
定
住
促
進
に
効
果
的
な
施
策

を
研
究
し
て
い
く
。

　
（
そ
の
ほ
か
の
質
問
）

　

○
職
員
の
交
通
事
故
防
止
対
策
に
つ

　

い
て

大
嶋
一
生
議
員
（
志
民
ネ
ッ
ト
）

問
…
合
併
５
周
年
を
記
念
し
て
作
ら

れ
た
「
市
の
歌
」
を
市
民
の
皆
さ

ん
が
歌
う
機
会
が
少
な
い
。
市
民

の
皆
さ
ん
が
多
く
集
ま
る
式
典
で

歌
う
よ
う
に
し
た
り
、
市
の
施
設

等
で
歌
を
流
す
よ
う
な
配
慮
が
必

要
で
あ
り
、
学
校
の
入
学
式
、
卒

業
式
、
運
動
会
等
で
、
ぜ
ひ
児
童
・

生
徒
の
皆
さ
ん
に
も
歌
い
親
し
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
学
校
で
、
歌
う
こ
と
も

加
味
し
、
や
さ
し
い
女
性
の
声
や

少
年
少
女
合
唱
団
な
ど
が
歌
っ
た

ソ
フ
ト
な
イ
メ
ー
ジ
の
も
の
も
必

要
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

答
（
湯
澤
副
市
長
）
…
市
の
歌
は
、

合
併
５
周
年
を
記
念
し
て
、
市
民

憲
章
、
市
の
花
等
と
と
も
に
、
市

民
の
共
通
の
シ
ン
ボ
ル
を
定
め
る

こ
と
で
、
更
な
る
一
体
感
の
醸
成

を
図
る
た
め
に
制
定
し
た
。

　

市
の
歌
は
、
多
く
の
方
々
に
聞

い
て
い
た
だ
き
、
歌
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
記
念
式
典
の
出
席
者
、

自
治
会
、
各
種
団
体
を
始
め
希
望

す
る
方
々
に
Ｃ
Ｄ
を
配
布
し
、

様
々
な
機
会
に
活
用
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
内
小
中
学
校
、
高
等

学
校
に
は
、
Ｃ
Ｄ
配
布
に
加
え
、

吹
奏
楽
で
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ

う
演
奏
用
の
楽
譜
も
配
布
し
、
普

及
啓
発
を
図
っ
て
い
る
。
市
の
歌

が
、
誰
も
が
歌
え
る
市
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
る
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と

が
一
番
大
切
と
捉
え
て
い
る
。

　

現
在
の
Ｃ
Ｄ
は
、
成
人
男
性
の

声
で
録
音
し
て
い
る
が
、
女
性
や

子
供
た
ち
の
声
で
録
音
す
る
な
ど

多
様
性
を
加
え
る
こ
と
も
ひ
と
つ

の
ア
イ
デ
ア
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
多
様
な
音
声
の
Ｃ
Ｄ
作
成
を

検
討
す
る
。

（
そ
の
ほ
か
の
質
問
）

○
職
員
の
意
識
向
上
と
庁
内
活
性
化

　

に
つ
い
て

○
歳
入
の
確
保
に
つ
い
て

○
公
共
事
業
の
発
注
業
務
に
つ
い
て

市
の
歌
に
つ
い
て

市
の
歌
に
つ
い
て

市
の
歌
に
つ
い
て

市
内
へ
の
定
住
促
進

市
内
へ
の
定
住
促
進

　
　
　
　
　
　

事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

事
業
に
つ
い
て

市
内
へ
の
定
住
促
進

　
　
　
　
　
　

事
業
に
つ
い
て

一　
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問

日光市の歌

市内の空き家
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落
合
美
津
子
議
員
（
公
明
党
）

問
…
国
の
平
成　

年
度
補
正
予
算
に

24

は
、
様
々
な
防
災
・
減
災
予
算
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
積

極
的
に
活
用
し
て
、
日
光
市
の
防

災
・
減
災
対
策
を
進
め
る
べ
き
。

以
下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
、
救

急
車
・
物
資
輸
送
等
の
燃
料
安
定

供
給
の
た
め
の
災
害
時
協
定
に
つ

い
て
。

②
広
域
避
難
所
と
な
る
学
校
へ
の
備

蓄
倉
庫
の
設
置
、
さ
ら
に
は
蓄
電

池
付
太
陽
光
発
電
の
設
置
に
つ
い

て
。

答
（
湯
澤
副
市
長
）
… 
①
災
害
時
燃

料
の
安
定
供
給
に
関
し
て
は
、
県

石
油
商
業
組
合
が
県
か
ら
指
定
地

方
公
共
機
関
に
指
定
さ
れ
、
同
組

合
は
、
県
や
市
の
防
災
計
画
作
成

及
び
実
施
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ

う
協
力
す
る
責
務
を
負
う
こ
と
に

な
る
。
今
後
は
、
県
石
油
商
業
組

合
と
県
が
協
定
を
締
結
す
る
の
で
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
地
元
関
係

組
織
と
災
害
時
の
燃
料
確
保
に
つ

い
て
協
議
す
る
。

②
災
害
時
に
避
難
所
と
な
る
学
校
は
、

防
災
機
能
の
強
化
、
さ
ら
に
は
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
が
重

要
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

平
成　

年
か
ら
建
設
を
計
画
し
て

26

い
る
、
三
依
小
中
学
校
に
蓄
電
池

付
き
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
を

予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
他
の
学

校
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
度
以

27

降
に
国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
た

導
入
を
検
討
す
る
。

　

ま
た
、
学
校
へ
の
備
蓄
倉
庫
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
備
蓄
計
画
の

見
直
し
時
に
検
討
す
る
。

問
…
広
大
な
面
積
の
当
市
で
は
、
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
な
い
地
域
も

あ
る
が
、
給
油
体
制
に
つ
い
て
の

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答
（
斎
藤
市
長
）
…
高
齢
化
集
落
、

過
疎
地
域
対
策
計
画
を
策
定
し
て

い
く
の
で
、
そ
の
中
で
災
害
時
の

供
給
体
制
強
化
の
た
め
の
仕
組
み

づ
く
り
も
検
討
す
る
。

　
（
そ
の
ほ
か
の
質
問
）

○
子
育
て
対
策
に
つ
い
て

平
木
チ
サ
子
議
員
（
無
会
派
）

問
…
市
が
実
施
し
て
い
る
食
品
の
放

射
性
物
質
濃
度
検
査
は
、
自
家
消

費
す
る
家
庭
菜
園
の
野
菜
類
、
川

魚
類
と
あ
り
、
販
売
目
的
の
農
水

産
物
及
び
加
工
品
は
対
象
外
と

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
以
下
の

点
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
伺
う
。

①
市
民
が
持
ち
込
み
検
査
し
た
も
の

　

の
数
値
の
公
表
に
つ
い
て
。

②
販
売
さ
れ
て
い
る
農
水
産
物
等
を

市
民
が
持
ち
込
み
測
定
す
る
こ
と

に
つ
い
て
。

③
食
品
以
外
の
落
ち
葉
や
土
壌
等
の

測
定
が
で
き
る
よ
う
に
、
専
用
の

測
定
器
の
導
入
に
つ
い
て
。

答
（
産
業
環
境
部
長
）
…
①
当
市
の

　

食
品
に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
の

自
主
検
査
は
、
自
家
消
費
の
可
否

を
判
断
す
る
た
め
の
簡
易
検
査
で

あ
り
、
国
や
県
の
精
密
検
査
で
使

用
し
て
い
る
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導

体
検
出
器
に
比
べ
測
定
値
に
誤
差

が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
個
別
の
検

査
結
果
を
公
表
し
て
い
な
い
。
し

か
し
、
食
の
安
心
の
向
上
を
図
る

た
め
、
個
別
の
検
査
結
果
を
加
工

す
る
形
で
、
新
年
度
か
ら
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
公
表
す
る
。

②
市
場
に
流
通
し
て
い
る
農
産
物
等

に
つ
い
て
は
、
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
検
査
で
安
全
が
確
認
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
基
本
と
し
つ
つ
も
、
市

民
の
安
心
確
保
の
た
め
、
農
産
物

及
び
加
工
品
の
検
査
も
新
年
度

早
々
に
実
施
し
た
い
。

③
落
葉
や
土
壌
、
灰
な
ど
が
農
産
物

等
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
判

断
と
な
る
基
準
が
示
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
測
定
結
果
の
評
価
が
で

き
な
い
状
況
に
あ
る
。
し
か
し
、

食
品
用
の
新
し
い
測
定
器
を
２
台

導
入
す
る
た
め
、
使
わ
な
く
な
る

２
台
の
機
器
が
あ
る
の
で
、
土
壌

等
の
分
析
に
つ
い
て
も
そ
の
中
で

検
討
す
る
。

　
（
そ
の
他
の
質
問
）

○
配
慮
を
要
す
る
子
供
た
ち
に
つ
い

　

て
○
介
護
予
防
に
つ
い
て

放
射
能
対
策
に
つ
い
て

放
射
能
対
策
に
つ
い
て

放
射
能
対
策
に
つ
い
て

防
災
対
策
に
つ
い
て

防
災
対
策
に
つ
い
て

防
災
対
策
に
つ
い
て

一　

般　
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問

食品放射能測定器

避難訓練のようす
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山
越
一
治
議
員（
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
志
向
）

問
…
川
治
地
区
内
を
通
る
国
道　

号
121

は
、
幅
員
が 
狭
隘 
で
カ
ー
ブ
も
多

き
ょ
う
あ
い

く
、
大
型
車
両
の
す
れ
違
い
も
困

難
で
あ
る
た
め
、
地
元
で
は
、
国

県
市
に
改
善
に
向
け
た
要
望
活
動

を
実
施
し
て
き
た
。
平
成　

年
に
、

15

「
川
治
バ
イ
パ
ス
建
設
促
進
協
議

会
」
を
設
立
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
バ
イ
パ
ス
建
設
の
要
望
活
動

を
実
施
し
た
。
平
成　

年
に
は
、

21

「
川
治
地
区
交
通
対
策
協
議
会
」を

設
立
し
、
地
区
内
へ
の
大
型
車
両

規
制
交
通
社
会
実
験
を
行
っ
て
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま
え
、

以
下
の
点
に
つ
い
て
市
の
考
え
を

伺
う
。

①
交
通
社
会
実
験
か
ら
得
ら
れ
た
結

　

果
と
課
題
に
つ
い
て
。

②
県
道
川
俣
温
泉
川
治
線
の
一
部
を

国
道
に
変
更
し
、
川
治
バ
イ
パ
ス

（
迂
回
道
路
）に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
。

答
（
大
橋
建
設
部
長
）
…
①
交
通
社

会
実
験
の
内
容
は
、
川
治
地
区
内

の
通
過
大
型
車
両
の
削
減
を
目
的

に
、
国
道　

号
か
ら
県
道
川
俣
温

121

泉
川
治
線
へ
の
迂
回
誘
導
を
平
成

　

年
度
か
ら
３
年
間
実
施
し
た
も

21の
で
あ
る
。
交
通
社
会
実
験
の
結

果
は
、
県
道
へ
２
、
３
割
の
迂
回

が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、
案
内
看
板

に
よ
る
迂
回
誘
導
に
一
定
の
効
果

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
地
区
住
民
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、　

％
が

76

「
国
道
を
通
過
す
る
大
型
車
両
が

減
っ
た
」、
約　

％
が
「
温
泉
街
を

50

歩
き
や
す
く
な
っ
た
」
と
実
感
し

て
る
。
課
題
と
し
て
は
、
歩
行
者

へ
の
危
険
は
ま
だ
高
い
状
況
に
あ

り
、
運
転
手
か
ら
は
、
迂
回
し
た

県
道
は
急
勾
配
で
、
カ
ー
ブ
が
き

つ
い
と
の
意
見
が
あ
る
。

②
交
通
社
会
実
験
の
結
果
を
受
け
、

昨
年
3
月
に
開
催
さ
れ
た
、
第
6

回
川
治
地
区
交
通
対
策
協
議
会
に

お
い
て
、
県
か
ら
今
後
１
年
か
ら

２
年
を
目
途
に
整
備
方
針
を
提
示

す
る
と
の
説
明
が
あ
り
、
現
在
、

平
成　

年
度
中
の
提
示
に
向
け
検

25

討
が
さ
れ
て
い
る
。

　
（
そ
の
ほ
か
の
質
問
）

○
仮
称「
山
の
日
」の
制
定
に
つ
い
て

和
田
公
伸
議
員
（
成
和
）

問
…
合
併
以
前
か
ら
各
市
町
村
に
は
、

貴
重
な
歴
史
や
文
化
が
数
多
く
あ

り
、
新
市
に
な
っ
て
も
、
そ
れ
ら

を
継
承
し
、
活
か
し
た
「
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
て
き
た
。
当
市
は
、

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
二
社

一
寺
」
を
代
表
に
、
数
多
く
の
歴

史
あ
る
文
化
財
を
保
有
す
る
特
別

な
自
治
体
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
今

後
も
守
り
、
後
世
に
受
け
継
い
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
、
市
内
各
地
域
の
指
定

文
化
財
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
、
昨
年
度

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
民
俗
芸

能
・
技
術
記
録
保
存
事
業
に
つ
い

て
の
実
績
と
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
星
野
教
育
次
長
）
…
市
で
は
、

文
化
財
保
護
審
議
会
と
そ
れ
を
補

佐
す
る
各
地
区
文
化
財
専
門
調
査

委
員
会
に
よ
る
指
定
文
化
財
の
見

直
し
を
実
施
し
、
そ
の
成
果
を

「
日
光
市
の
指
定
文
化
財
」と
し
て

発
刊
し
た
。
新
た
な
文
化
財
の
指

定
に
は
、
文
化
財
専
門
調
査
委
員

会
を
活
用
し
て
、
地
域
に
密
着
し

た
調
査
を
行
い
対
応
し
て
い
る
。

　
「
民
俗
芸
能
・
技
術
記
録
保
存
事

業
」
は
、
市
内
各
地
の
継
承
さ
れ

て
い
る
民
俗
芸
能
・
技
術
の
デ
ジ

タ
ル
動
画
撮
影
と
民
俗
調
査
の
映

像
を
記
録
し
後
世
に
伝
え
る
こ
と

が
目
的
で
あ
り
、
昨
年
度
に
5
件

作
成
し
、
今
年
度
に　

件
作
成
中

10

で
あ
る
。
映
像
記
録
は
、
D
V
D

に
編
集
し
、
地
元
関
係
者
、
市
立

図
書
館
、
市
内
小
中
学
校
等
に
も

配
布
し
、
市
民
の
芸
能
・
技
術
へ
の

関
心
向
上
に
努
め
て
い
る
。
今
後

は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
日
光
市
の
指

定
文
化
財
」上
で
も
公
開
し
て
い
く
。

問
…
文
化
財
専
門
調
査
委
員
会
で
は

把
握
し
き
れ
な
い
、
地
域
の
隠
れ

た
文
化
財
を
発
掘
す
る
た
め
に
、

地
域
か
ら
の
申
請
制
度
を
導
入
す

る
考
え
は
。

答
（
教
育
次
長
）
…
指
定
文
化
財
に

比
較
し
、
緩
や
か
な
規
制
の
中
で

選
定
す
る
登
録
文
化
財
制
度
が
あ

る
。
こ
の
登
録
文
化
財
を
対
象
に

申
請
制
度
を
導
入
し
て
い
く
。

　
（
そ
の
ほ
か
の
質
問
）

○
観
光
振
興
策
に
つ
い
て

市
の
文
化
財
に
つ
い
て

市
の
文
化
財
に
つ
い
て

市
の
文
化
財
に
つ
い
て

川
治
地
区
交
通
対
策
に
つ
い
て

川
治
地
区
交
通
対
策
に
つ
い
て

川
治
地
区
交
通
対
策
に
つ
い
て

一　

般　

質　

問

小林小学校

川治温泉地区内の道路
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本
庁
舎
整
備
に
つ
い
て

　

当
委
員
会
で
は
、
平
成　

年
7
月
に

24

本
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
の
先
進
地
視
察

を
し
、
そ
の
後
「
庁
舎
整
備
検
討
市
民

委
員
会
」
の
経
過
報
告
、
そ
し
て
最
終

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

庁
舎
整
備
検
討
市
民
委
員
会
の
内
容

と
し
て
は
、
先
進
地
視
察
を
含
め
た
計

7
回
の
委
員
会
審
議
の
中
、
市
民
委
員

の
意
見
を
最
優
先
に
ま
と
め
、
ま
た
委

員
会
運
営
に
お
い
て
も
順
序
立
て
た
検

討
内
容
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
総
じ
て

各
委
員
の
新
庁
舎
に
対
す
る
想
い
が
強

く
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。
そ
の
結

果
、
新
庁
舎
の
基
本
的
な
位
置
や
規
模

に
つ
い
て
、
ま
た
建
設
時
期
に
つ
い
て

は
、
庁
舎
の
役
割
か
ら
鑑
み
て
早
期
整

備
と
積
極
的
な
対
応
を
し
て
い
く
べ
き

と
の
報
告
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。

　

報
告
を
受
け
、
財
源
確
保
の
た
め
の

基
金
積
み
立
て
等
、
準
備
段
階
や
今
後

の
方
向
性
な
ど
基
本
設
計
策
定
か
ら
の

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
早
急
に
示
し
、

来
年
度
よ
り
新
た
な
組
織
（
委
員
会
）

で
の
検
討
を
進
め
て
い
く
と
の
こ
と
で

あ
り
ま
し
た
が
、
議
論
過
程
に
お
い
て

は
市
民
参
画
が
絶
対
条
件
で
あ
り
定
期

的
な
情
報
公
開
も
必
要
で
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
市
と
し
て
は
市
民

委
員
会
の
報
告
書
を
最
大
限
に
尊
重
し

今
後
庁
舎
整
備
を
進
め
ま
す
が
、
当
委

員
会
と
し
て
も
引
き
続
き
調
査
研
究
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

日
光
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
よ
り
市
は
総
合
計
画
・

24

日
光
創
新
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
「
日
光
ブ
ラ
ン
ド
」
を
挙
げ
、
そ
れ

に
伴
い
第
2
期
機
構
改
革
で
も
企
画
部

の
中
に
各
部
局
を
横
断
的
に
対
応
で
き

る
組
織
と
し
て
「
日
光
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

室
｣
を
設
置
す
る
な
ど
、
ま
さ
に
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
名
に
相
応
し
く
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
政
策
の
１
つ
で

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
元
々
知
名
度
の
あ

る
日
光
か
ら
更
な
る
日
光
ブ
ラ
ン
ド
を

構
築
し
て
新
た
な
市
の
成
長
戦
略
と
し

て
位
置
づ
け
、
昨
年
の　

月
に
「
日
光

12

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
プ
ラ
ン
」
の
原
案
を
策

定
し
、
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
と
し
て
認
定
制
度
に
着
手
し
ま

し
た
。

　

内
容
と
し
て
は
、
地
域
資
源
等
市
内

に
存
在
す
る
も
の
に
対
し
て
の
認
定
や

新
食
文
化
の
創
造
、
更
に
は
ブ
ラ
ン
ド

発
掘
を
求
め
る
こ
と
で
新
た
な
「
ま
ち

づ
く
り
」
へ
と
繋
げ
る
こ
と
が
出
来
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
認
定
制
度
を
通
じ
て

い
く
つ
も
の
限
り
な
い
相
乗
効
果
が
期

待
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ブ
ラ
ン
ド
力
の
自
立
成
長
と
市
場
経

済
活
性
化
、
そ
し
て
市
民
参
画
の
３
つ

が
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
で
新
た
な
日

光
市
へ
と
成
長
し
発
展
し
て
い
く
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
日
光
ブ
ラ
ン
ド
認
定
制

度
は
今
後
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、
当
委
員
会
と
し
て
は

今
後
も
確
か
な
日
光
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

当
委
員
会
の
所
管
事
務
調
査
事
項
の

ひ
と
つ
で
あ
る
、「
障
が
い
者
福
祉
制

度
の
推
進
」
に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め
、

障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
就
労
支
援
施
設

を
運
営
し
て
い
る
日
光
市
今
市
本
町
の

特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
は
ば
た
き
」

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
平
成　

年　
24

12

月　

日
に
、
施
設
内
の
就
労
状
況
の
視

18
察
と
意
見
交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
法
人
は
、
身
体
・
知
的
・
精
神

障
が
い
者
等
に
対
す
る
作
業
訓
練
と
福

祉
関
係
施
設
へ
の
受
注
拡
大
の
普
及
等

を
行
な
い
、
そ
の
社
会
参
加
の
促
進
と

地
域
福
祉
活
動
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、

多
種
多
様
な
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
施
設
内
で
の
作
業
状
況

等
、
具
体
的
に
は
ド
ア
ノ
ブ
部
品
の
組

み
付
け
、
強
化
ダ
ン
ボ
ー
ル
材
の
補
修
、

線
香
の
箱
詰
め
作
業
そ
し
て
議
事
録
作

成
等
、
説
明
い
た
だ
き
な
が
ら
一
時
間

程
度
視
察
し
ま
し
た
。

　

受
注
量
の
確
保
が
厳
し
い
中
、
市
役

所
を
中
心
に
封
入
れ
や
公
園
清
掃
、
議

事
録
作
成
な
ど
、
ま
た
一
般
企
業
か
ら

も
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
を
受
注
し
て
お
り
、

平
成　

年
度
は
年
間
で
４
百
万
円
を
超

23

え
る
受
注
額
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

意
見
交
換
会
は
、
は
ば
た
き
及
び
関

係
施
設
の
５
名
の
職
員
の
方
々
と
行
な

い
、
要
望
・
課
題
等
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。

　

多
岐
に
わ
た
っ
て
活
発
に
出
さ
れ
た

意
見
・
要
望
・
課
題
等
を
要
約
し
ま
す

と
、「
一
般
企
業
・
地
域
へ
の
就
労
支
援

施
設
お
よ
び
制
度
の
理
解
促
進
」、「
就

労
後
の
定
着
支
援
制
度
の
充
実
化
」、

「
障
が
い
者
に
添
っ
た
就
労
支
援
体
制
、

施
設
の
充
実
」、「
観
光
事
業
と
福
祉
事

業
と
の
連
携
施
策
の
検
討
」
の
４
つ
に

分
類
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
４
つ
の
事
項
に
つ
い
て

精
査
し
、
執
行
部
に
現
況
の
説
明
を
求

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
活
動
報
告

NPO法人はばたきの視察

団体との意見交換会
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め
、
調
査
・
分
析
等
を
行
な
い
な
が
ら
、

改
善
に
向
け
た
対
応
策
等
に
つ
い
て
適

宜
、
協
議
・
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

日
光
市
に
お
け
る
観
光
振
興
の
地
域
間

連
携
に
つ
い
て

　

合
併
後
の
日
光
市
の
観
光
振
興
に
お

い
て
５
地
域
の
互
い
の
連
携
の
必
要
性

が
あ
る
と
し
、
第
１
回
目
と
し
て
「
足

尾
の
観
光
に
つ
い
て
」
を
議
題
と
し
て

意
見
交
換
に
臨
み
ま
し
た
。
足
尾
地
域

の
観
光
振
興
に
携
わ
る
団
体
で
あ
る

「
足
尾
銅
山
の
世
界
遺
産
登
録
を
推
進

す
る
会
」・「
足
尾
ま
る
ご
と
井
戸
端
会

議
」・「
足
尾
町
商
工
会
青
年
部
Ｏ
Ｂ
」の

方
々
か
ら
主
な
活
動
内
容
や
抱
え
る
課

題
等
に
つ
い
て
考
え
方
を
伺
い
ま
し
た
。

○
「
足
尾
銅
山
の
世
界
遺
産
登
録
を
推

進
す
る
会
」
は
、
閉
山
後
の
地
域
振

興
は
銅
山
観
光
を
目
玉
に
ス
タ
ー
ト

し
た
が
、
年
々
見
学
者
が
減
少
の
傾

向
を
た
ど
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
足

尾
地
域
と
し
て
は
銅
山
観
光
を
中
心

と
し
て
い
く
道
が
最
善
と
の
結
論
を

見
い
出
し
、
産
業
遺
産
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
特
に
国
や

県
指
定
の
史
跡
や
有
形
登
録
文
化
財

の
登
録
を
行
い
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス

ト
登
録
に
向
け
て
活
動
し
て
い
る
。

ま
た
、
２
０
０
５
年
に
は
産
業
の
近

代
化
で
日
本
経
済
に
大
き
く
貢
献
し

た
足
尾
銅
山
を
世
に
知
ら
し
め
た
い

と
足
尾
歴
史
館
を
立
ち
上
げ
た
と
の

こ
と
。

○
「
足
尾
ま
る
ご
と
井
戸
端
会
議
」
は
、

観
光
振
興
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
や
地
域
で
の
受
け
入
れ
体
制
と
し

て
ガ
イ
ド
の
養
成
、
料
理
メ
ニ
ュ
ー

や
お
土
産
の
開
発
等
を
行
い
、
観
光

客
に
満
足
感
を
与
え
る
べ
く
活
動
を

し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
足
尾
に

は
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
人

材
不
足
が
あ
り
、
特
に
若
い
世
代
が

定
着
し
て
活
動
で
き
る
基
盤
づ
く
り

が
必
要
で
あ
る
。
若
者
が
定
着
で
き

る
産
業
が
な
い
の
が
一
番
の
課
題
。

高
齢
化
や
人
口
の
流
出
か
ら
く
る
組

織
活
動
の
衰
退
を
防
ぐ
に
は
団
体
間

の
連
携
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
わ

た
ら
せ
渓
谷
鐵
道
を
使
っ
た
群
馬
県

側
と
の
連
携
、
及
び
市
内
他
地
域
と

の
連
携
、
さ
ら
に
は
近
隣
市
町
と
の

連
携
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
足
尾
地
域
か
ら
日
光
地
域
へ
の

交
通
網
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
ま

た
、
渡
良
瀬
遊
水
地
が
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
に
登
録
さ
れ
た
関
係
か
ら
、
公

害
の
勉
強
を
兼
ね
て
学
生
や
子
供
た

ち
が
足
尾
に
来
て
く
れ
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
の
で
、
鉱
山
関
係
の
資
料

の
収
集
を
図
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る

と
の
こ
と
。

○
「
足
尾
町
商
工
会
青
年
部
Ｏ
Ｂ
」
は

商
店
街
の
売
り
上
げ
増
や
活
性
化
が

重
要
で
あ
り
、
今
後
人
口
減
少
化
の

打
開
策
が
な
け
れ
ば
結
果
と
し
て
地

域
の
衰
退
を
ま
ね
く
と
の
こ
と
。

　

当
委
員
会
で
は
今
後
、
他
地
域
に
も

出
向
き
、
地
域
の
課
題
等
を
整
理
し
地

域
間
の
連
携
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

　

教
育
建
設
水
道
常
任
委
員
会
で
は
、

厳
寒
の
１
月　

日
に
、
市
内
小
学
校
通

25

学
路
の
危
険
箇
所
の
現
状
を
視
察
し
ま

し
た
。
ま
ず
、
落
合
東
小
学
校
で
は
、

早
朝
か
ら
実
際
に
児
童
の
通
学
時
間
帯

に
合
わ
せ
て
、
道
路
の
形
状
・
児
童
の

動
き
・
車
両
の
流
れ
・
信
号
の
役
割
等

の
実
状
を
調
査
し
ま
し
た
。
文
挾
駅
近

く
の
国
道　

号
線
で
は
、
車
道
・
歩
道

121

と
も
に 
狭
隘 
で
交
通
量
も
多
く
非
常
に

き
ょ
う
あ
い

危
険
な
の
で
、
私
有
地
を
通
り
抜
け
変

則
的
に
迂
回
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小

学
校
近
く
の
Ｊ
Ｒ
文
挾
駅
入
口
は
、
見

通
し
が
悪
く
児
童
に
と
っ
て
も
ド
ラ
イ

バ
ー
に
と
っ
て
も
大
変
危
険
な
箇
所
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
次
に
、

南
原
小
学
校
で
は
、
土
沢
２
０
３
８
番

地
付
近
（
自
動
販
売
機
周
辺
）
の
道
路

と
、
Ｊ
Ｒ
下
野
大
沢
駅
北
側
の
開
栄
橋

の
信
号
付
近
を
視
察
し
ま
し
た
。
２
０

３
８
番
地
付
近
の
広
い
道
路
か
ら
突
然

狭
く
な
っ
て
い
る
緩
や
か
な
カ
ー
ブ
の

現
場
は
、
降
雨
が
あ
る
と
水
た
ま
り
が

で
き
、
さ
ら
に
道
幅
が
狭
く
な
り
危
険

度
が
増
す
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

Ｊ
Ｒ
下
野
大
沢
駅
西
口
側
か
ら
通
学
し

て
い
る
方
は
、
開
栄
橋
を
渡
っ
て
南
原

出
張
所
前
の
通
り
を
通
学
路
と
し
て
利

用
す
る
方
が
危
険
が
回
避
で
き
、
安
全

性
を
確
保
で
き
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
委
員
会
で
は
２
月　

日
に
、

19

日
光
市
建
設
業
組
合
の
方
々
と
の
意
見

交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
建
設
業
組

合
の
意
見
と
し
て
は
、「
日
光
市
発
注

の
公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
と
し
て

も
対
象
地
域
の
方
々
に
周
知
を
徹
底
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
工
事
の
進
行
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
る
」「
除
雪
に
関
し
て
は
、

疲
弊
が
激
し
い
中
小
零
細
企
業
の
実
態

を
鑑
み
、
除
雪
機
械
の
整
備
・
更
新
に

も
補
助
を
出
し
て
ほ
し
い
」「
春
先
に
実

施
さ
れ
る
道
路
清
掃
業
務
に
市
内
業
者

委
託
も
考
慮
し
て
欲
し
い
」
等
が
出
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
を
協
議
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
様
々
な
現
場
に
出
向
き
、

多
様
な
団
体
と
の
意
見
交
換
等
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
建
設
水
道
常
任
委
員
会

教
育
建
設
水
道
常
任
委
員
会

教
育
建
設
水
道
常
任
委
員
会

産
業
観
光
常
任
委
員
会

産
業
観
光
常
任
委
員
会

産
業
観
光
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
報
告

通学路の現況調査
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議　

会　

報　

告　

会

議会報告会でのご意見に対する対応議会報告会でのご意見に対する対応議会報告会でのご意見に対する対応議会報告会でのご意見に対する対応議会報告会でのご意見に対する対応
　平成２４年１１月に開催された議会報告会において、皆様からよせられたご意見等に関する
市議会（各常任委員会）での対応をお知らせいたします。

総務常任委員会
Q．本庁舎の建て替えについて、市民が使いやすい建物
　にしてほしい。
Q．本庁舎建て替えに関連し、合併特例債、どこにどれ
　くらい使えるか説明して欲しい。
A．本庁舎の建設については、現在調査中であり必要
　に応じ意見具申を行っていきます。 

Q．ハザードマップでは、川治地区の安全な避難場所が
　極めて少ないので、早急に避難場所を確保されたい。
　（川治地区はタンポポ広場、高原地区は伝七ホテル前
　駐車場のみである）
Q．栗山館が 10年前に廃館になり放置してある。温泉
　利用のリハビリや宿泊可能な施設を要望しているが議
　会でも応援して欲しい。
Q．栗山地域は、高齢化、過疎化が進んでいる。地域格
　差が生じないよう注視して欲しい。
Q．大王キャンプ場は閉鎖して１０年になる。再利用に
　ついては、どう考えているか。
Q．公共施設整備については、地域と協議の上、地域の
　合意が必要ではないか。 
A．現況把握に努め、担当部局とともに協議、検討し
　ていきます。 

Q．日光ブランド推進についてどのように確立するのか。
　遅いのでは。
Q．日光ブランド、多種多様であるが線引きは。
A．日光ブランド推進については、現在調査中であり、
　必要に応じ意見具申を行っていきます。

市民福祉常任委員会
Q．デマンド交通について、バスばかりでなくタクシー
　等も活用して通学・通院・障がい者にも利用拡大して、
　停留所のないドア・ツー・ドアでのデマンドを要望する。
Q．デマンドバスを１００円均一にできないか。
Q．通学路が危険なため学区内に通学しない生徒が出て
　きている。デマンドバスを中学生の通学にも利用させ
　てほしい。
Q．現在のデマンドは行きたい所に行かないので利用者
　が少ない。誰でも行きたい所に行けるようにしてほしい。
A．３月２８日に市民福祉常任委員会を開催し、市担
　当部局から
　１．デマンド交通（小来川線、落合線、猪倉線の一
　　部）の現況と課題について
　２．デマンド方式導入予定の大渡線と温泉線の事業
　　内容について
　　それぞれ説明を受け、質疑応答を行いました。今
　後も現状把握に努め、より利用しやすいデマンド交
　通のあり方について協議・検討・提案をしていきま
　す。

Q．介護認定について認定のスピード化を図ってほしい。
A．市担当部局から説明を受け、現状把握に努め、協
　議・検討・提案をしていきます。

Q．板橋バイパス（南原地区）騒音で眠れない、テスト
　測定してほしい。
A．騒音に関する具体的な状況を環境課に直接ご相談いただ
　ければ、測定が可能です。測定後に対策が必要となった場
　合は、栃木県道路公社等関係機関と協議するなどの対応を
　実施いたします。

A．中宮祠地区などの高地において、トレーニングなどの合
　宿誘致を行うには、屋内外の体育施設の整備が不十分なこ
　とや、道路に歩道が整備されていないなど、安全にトレー
　ニングを行うことが難しい状況と考えております。
　　そのため、今後、施設整備も含めて検討していきます。

Q．高地トレーニングなど地域特性を生かしたスポーツ
　と観光で誘客対策を行ってほしい。

A．市では、平成２５年度、45歳未満の若年者等を新たに
　試行的に雇用する事業者に対し、奨励金 (月７万円で３ヶ
　月分まで )を交付する「若年者雇用奨励金交付事業」を実
　施いたします。また、市内の失業者等を常用労働者として、
　新規雇用をした事業者に対し、一人当たり30万円の奨励
　金を交付する「緊急雇用奨励金交付事業」を実施いたしま
　す。今後も、これらの事業の周知を図るとともに、地域的
　雇用対策について研究していきます。

Q．若者雇用対策として地域的雇用対策を考えるべき。

A．常任委員会にて環境課から説明を受け、保管方法等は適
　正に管理されており、放射線量の測定も定期的に実施され
　安全対策が適正にとられておりますので、現状での問題は
　ないと把握しています。

Q．焼却灰の保管について、クリーンセンターが行川上
　流にあるが、問題はないか。

産業観光常任委員会 教育建設水道常任委員会
Q．学校からの要望で横断歩道の整備を実施しているが、
　私道でも予算措置をするべきではないか。
A．分譲地内の私道については、「分譲地公共施設整
　備事業補助金」を予算措置し、私道等の整備費とし
　て補助が受けられますが、今後その使い勝手などを
　検討していきます。

Q．議会でいじめ問題を取り上げてほしい 。
A．いじめ問題については、常任委員会の所管事務調
　査項目でもあるので、今後の常任委員会活動におい
　て調査・議論を行っていきます。

A．日光市を介してそれぞれの担当部署に要望してい
　ます。

Q．川治地区は、道路が狭隘で危険なので十分な安全対
　策を行ってほしい。
Q．鬼怒川から川治方面の３つの有料道路の料金を統一
　してほしい。
Q．川治地区で、国と同じように県との協議の機会を作っ
　てほしい。
Q．川治ダムの汚濁対策をしてほしい。
Q．川治から栗山へ向かう県道を２車線にしてほしい。
Q．治山事業の実施を栃木県に要望してほしい。

きょうあい
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【会期  ５月３１日（金）～６月１８日（火）
　　　　　　　　　　　　１９日間】

《
提
出
先
》
栃
木
県
・
栃
木
県
議
会

　

去
る
、
２
月　

日
に
発
生
し
た
栃
木
県
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震
は
、
道
路
や

25

観
光
施
設
の
損
傷
、
さ
ら
に
は
風
評
被
害
等
に
よ
る
観
光
客
の
減
少
な
ど
、
市
内

経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
今
回
の
地
震
に
よ
る

災
害
復
旧
に
向
け
、
早
急
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
及
び
観
光
施
設
等
に
対
す
る
財
政
支

援
策
等
を
推
し
進
め
る
よ
う
栃
木
県
及
び
栃
木
県
議
会
に
対
し
、
地
元
選
出
の
渡

辺
・
阿
部
両
県
議
会
議
員
同
席
の
も
と
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

《
求
め
た
事
項
》

１
．
林
道
等
の
早
急
な
復
旧
の
た
め
、
格
別
な
財
政
支
援
を
行
な
う
こ
と
。

２
．
被
災
者
再
建
の
た
め
に
、
融
資
に
対
す
る
保
証
料
の
支
援
や
返
済
期
間
の
延

　

長
を
図
る
な
ど
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
融
資
制
度
を
構
築
す
る
こ
と
。

３
．
震
源
地
及
び
そ
の
周
辺
地
域
は
、
豪
雪
地
域
で
あ
り
、
雪
解
け
時
期
に
な
ら

　

な
い
と
災
害
状
況
の
す
べ
て
を
把
握
す
る
こ
と
が
困

　

難
で
あ
る
た
め
、
災
害
復
旧
事
業
の
申
請
等
に
つ
い

　

て
は
、
十
分
に
配
慮
す
る
こ
と
。

４
．
県
内
外
の
観
光
客
や
観
光
業
者
に
対
し
、
安
全
安

　

心
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
風
評
被
害
防
止
の
た
め

　

の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

５
．
県
管
理
公
共
施
設
等
の
早
期
復
旧
に
努
め
る
こ
と
。

生
活
再
建
の
た
め
の
支
援
強
化
を
求
め
る
意
見
書

生
活
再
建
の
た
め
の
支
援
強
化
を
求
め
る
意
見
書

栃
木
県
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震
災
害
か
ら
復
興
と

栃
木
県
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震
災
害
か
ら
復
興
と

生
活
再
建
の
た
め
の
支
援
強
化
を
求
め
る
意
見
書

生
活
再
建
の
た
め
の
支
援
強
化
を
求
め
る
意
見
書

栃
木
県
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震
災
害
か
ら
復
興
と

栃
木
県
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震
災
害
か
ら
復
興
と

生
活
再
建
の
た
め
の
支
援
強
化
を
求
め
る
意
見
書

栃
木
県
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震
災
害
か
ら
復
興
と

議
員
定
数
等
検
討
調
査
特
別
委
員
会
／
意
見
書

　

議
員
定
数
及
び
議
員
報
酬
の
適
正
化
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
る

「
議
員
定
数
等
検
討
調
査
特
別
委
員
会
」
で
は
、
こ
の
た
び
議
員
定
数
に
つ
い

て
の
中
間
報
告
を
行
い
、
次
期
改
選
に
お
い
て
議
員
定
数
を
2
名
減
の　

名
28

に
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

前
期
2
年
間
に
設
置
さ
れ
て
い
た
議
会
活
性
化
対
策
調
査
特
別
委
員
会
に

お
け
る
最
終
報
告
で
、
議
員
数
に
つ
い
て
は
「
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、

削
減
を
視
野
に
入
れ
た
検
討
を
す
べ
き
と
の
認
識
を
持
っ
て
い
る
。
あ
わ
せ

て
、
さ
ら
な
る
議
会
活
動
の
活
発
化
を
目
指
し
、
個
々
の
議
員
の
資
質
の
向

上
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
定
数
削
減
は
可
能
で
あ
る
。」
と
の
意
見
集
約
を
み

ま
し
た
。　

　

ま
た
議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、
議
員
定
数
と
の
絡
み
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

方
向
性
を
見
出
す
に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
具
現
化
に
向
け
て
議
論
を
進
め
る
た
め
、
平
成　

年
6
月
定
例

24

会
に
お
い
て
議
長
を
除
く　

名
で
構
成
さ
れ
る
本
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し

28

た
。

　

検
討
経
過
に
つ
き
ま
し
て
は
こ
れ
ま
で
6
回
の
委
員
会
を
開
き
、
改
選
時

期
を
考
慮
し
、
当
面
議
員
定
数
に
つ
い
て
先
行
し
て
議
論
を
行
っ
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
委
員
全
員
か
ら
の
意
見
聴
取
、
各
委
員
に
よ
る
市

民
の
意
向
調
査
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年　

月
に
実
施
さ
れ
た

11

議
会
報
告
会
で
は
市
民
か
ら
の
意
見
聴
取
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
検
討
経
過
を
踏
ま
え
、
3
月　

日
に
は
委
員
全
員
に
よ
る
意

12

向
確
認
の
た
め
の
投
票
を
行
っ
た
結
果
、
1
回
目
の
投
票
で
は
議
員
定
数　
30

名
が
1
票
、　

名
が　

票
、　

名
が　

票
と
な
り
い
ず
れ
も
過
半
数
に
達
し

28

14

26

13

な
か
っ
た
た
め
、
再
度
上
位
の
2
案
に
よ
る
記
名
投
票
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
（
下
表
）
は
、
議
員
定
数　

名
が　

票
、　

名
が　

票
で
、
本
委
員

28

15

26

13

会
に
お
け
る
議
員
定
数
は　

名
で
あ
る
と
の
意
向
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

28

　

こ
の
結
果
は
2
月
定
例
会
最
終
日
に
本
会
議
で
報
告
さ
れ
、
中
間
報
告
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
定
数
条
例
制
定
に
向
け
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、
議
員
定
数
の
結
論
が
出
た
こ
と
か
ら
、
今

後
行
財
政
改
革
や
同
規
模
他
自
治
体
な
ど
の
情
勢
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行

い
議
論
を
続
け
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

１５票
和田　公伸　　塩生　勇一　　齋藤　文明　　青田　兆史　　大門　陽利
齊藤　正三　　佐藤　和之　　生井　一郎　　手塚　雅己　　山越　梯一
鷹觜　孝委　　野沢　一敏　　山越　一治　　福田　悦子　　川村　寿利

議員定数２８名
（2名削減）

１３票
小久保光雄　　落合美津子　　筒井　　巌　　大嶋　一生　　亀井　鎭雄
加藤　　優　　竹澤　英俊　　斎藤　伸幸　　粉川　昭一　　平木チサ子
三好　國章　　田村　耕作　　加藤　雄次

議員定数２６名
（4名削減）

意
向
確
認
の

投　
票　
結　
果

次
期
改
選
か
ら
議
員
定
数

次
期
改
選
か
ら
議
員
定
数
は
28
名
に
名
に

次
期
改
選
か
ら
議
員
定
数

次
期
改
選
か
ら
議
員
定
数
は
28
名
に
名
に

次
期
改
選
か
ら
議
員
定
数
は
28
名
に

議
員
定
数
等
検
討
調
査
特
別
委
員
会
調
査
中
間
報
告

備　考会期日程曜日月/日
（開会）
上程・説明本　会　議金5/31

委員会付託本　会　議火6/　4

付託委員会金7

付託委員会月10

一般質問本　会　議水12

一般質問本　会　議木13
一般質問
予備日本　会　議金14
採決
（閉会）本　会　議火18

平成25年6月　日光市議会
定例会会期日程予定

※日程が変更となる場合がありますの
で、議会傍聴等は改めて議会事務局に
お問い合わせ願います。
問い合わせ先　０２８８－２１－５１４０ 
　　　　　　　（議会事務局直通） 栃木県知事へ意見書提出
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「
元
気
で
い
る
か　

街
に
は

慣
れ
た
か　

友
だ
ち
出
来
た
か

寂
し
か
な
い
か　

お
金
は
あ
る

か　

今
度
い
つ
帰
る
・
・
」
歌

手　

さ
だ　

ま
さ
し
さ
ん
の
案

山
子
（
か
か
し
）
と
い
う
曲
の

フ
レ
ー
ズ
で
す
。
旅
立
っ
た
子

ど
も
を
心
配
す
る
親
心
を
歌

っ
た
名
曲
。

　

今
春
も
多
く
の
市
内
の
子
ど

も
た
ち
が
旅
立
ち
ま
し
た
。
大

学
、
専
門
学
校
、
仕
事
、
様
々

で
し
ょ
う
が
、
新
た
な
環
境
で

多
く
の
素
晴
ら
し
い
出
会
い
と

共
に
充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て

欲
し
い
も
の
で
す
。
出
来
得
れ

ば
大
き
く
成
長
し
、
故
郷
日
光

へ
帰
還
い
た
だ
き
た
い
も
の
で

す
が
、
人
口
減
少
社
会
の
中
、

働
く
場
の
確
保
、
充
実
が
、
政

治
、
行
政
の
課
題
で
も
あ
り
ま

す
。

　

と
も
あ
れ
、
子
ど
も
た
ち
に

限
ら
ず
４
月
か
ら
新
年
度
ス

タ
ー
ト
。
そ
れ
ぞ
れ
に
気
持
ち

新
た
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。　
　
　
　
　

（
Ｋ
・
Ｏ
）

編
集
後
記

▶１月２９日　○日光ブランド戦
　略について
▶２月１９日　○日光市建設業組
　合との意見交換会
▶２月２８日　○付託議案審査
▶３月１２日　○日光市本庁舎整
　備に関する報告書の提出について

総務常任委員会

市民福祉常任委員会
▶１月１５日　○特定非営利法人
　「はばたき」との意見交換会の意
　見集約と今後の進め方について
▶２月　５日　○特定非営利法人
　「はばたき」との意見交換会の要
　望事項について
▶２月２７日　○付託議案審査
▶３月　８日　○障がいのある人
　への就労支援の現況について
▶３月２８日　○デマンド交通に
　ついて

議会運営委員会
▶１月１０日～１１日
　○議会改革について
　　（愛知県半田市視察）
　○議会改革について
　　（三重県四日市市視察）
▶１月２８日　○視察結果について
▶１月３１日　○委員会条例・図
　書館規程等の一部改正について
▶２月１２日　○平成２５年第１
　回定例会について（陳情等）
▶２月１４日　○平成２５年第１
　回定例会について（会期日程等）
▶３月　７日　○日程追加について
▶３月１４日　○日程追加について

▶２月２５日　○議員定数及び報
　酬の意見集約について
▶３月　７日　○議員定数の意見
　集約について
▶３月１２日　○議員定数について
▶３月１８日　○中間報告について

議員定数等検討
調査特別委員会

議会基本条例検討
調査特別委員会

▶１月１０日～１１日
　○議会改革について
　　（愛知県半田市視察）
　○議会改革について
　　（三重県四日市市視察）
▶１月２８日　○視察結果について
▶１月２８日　○議会基本条例の
　内容について
▶２月２０日　○議会基本条例
　（試案）について
▶３月　５日　○議会基本条例
　（試案）について
▶３月１４日　○議会基本条例
　（試案）について

▶１月２５日　○クリーンセンター
　の現状について
▶２月　５日　○足尾地域観光関
　係者との意見交換会
▶２月１２日　○所管事務調査事
　項の報告について
▶２月２８日　○付託議案審査

産業観光常任委員会

▶１月２４日　○通学路の安全対
　策について
▶２月１９日　○日光市建設業組
　合との意見交換会
▶２月２８日　○付託議案審査

教育建設水道常任委員会

▶１月１５日　○PPS電力供給契
　約の締結について
▶２月　５日　○日光ブランド戦
　略プランに係るパブリックコメ
　ントの結果について
▶２月１４日　○平成２５年第１
　回定例会提出予定議案について
▶３月　７日　○日程追加について
▶３月１４日　○要望書について
▶３月２２日　○日光ブランド認
　定制度について

議員全員協議会

▶１月１５日　○１月発行議会広
　報紙について
▶２月１４日　○議会報告会の仕
　分けについて
▶３月　５日　○４月発行議会広
　報紙について
▶３月２２日　○平成２５年度第
　１回議会報告会について

広報委員会

議会のおもな動き議会のおもな動き （１月～３月）（１月～３月）議会のおもな動き議会のおもな動き （１月～３月）（１月～３月）議会のおもな動き （１月～３月）

NIKKO  SHIGIKAINIKKO  SHIGIKAINIKKO  SHIGIKAI


